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天気に恵まれ2，000人もの人で賑わった

、．

松之山温泉スキーカーニバル
　　　　　（好評の酒一升早飲みレースより）

わたしをかきました

たかはしゆきさん
（天水島　久保田）

’醸

はりこのおひなさまです

かわいいでしょうおひなさま

さとうゆうやくん
（天水越　伝兵工）

たきざわちさとさん
　（天水越　甚兵工）

ぽくのかお（スチレン版画）

たかはしともひろくん

　（天水越慶や）
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三
メ
ー

ト
ル
圧
O
セ
ン
チ
を
記
録
し
ま
し
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小
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小
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過
ぎ
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知
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せ
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り
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校
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山
分
校
で
は
、
県
内
の

ト
ッ
プ
を
き
っ
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業
式
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な
そ
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ぞ
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の
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へ
巣
ヴ
っ
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行
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ま
し
た
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別
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は
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も
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と
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2名を削減議員定数

9月より14名とする事を可決！

　
三
月
定
例
議
会
が
三
月
六
H
か

ら
十
一
口
ま
で
開
催
さ
れ
（
実
質

審
議
三
日
間
）
、
平
成
三
年
度
の

町
予
算
を
中
心
に
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
定
例
会
の
最
大
の
関
心
事
は
、

今
年
九
月
五
日
で
任
期
満
了
と
な

る
町
議
会
議
員
の
定
数
問
題
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
行
通
り
十

六
名
で
良
い
と
い
う
意
見
と
、
人

口
と
近
隣
町
村
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
二
名
削
減
す
べ
き
だ
と
い
う

意
見
が
出
て
対
立
し
、
無
記
名
投

票
と
い
う
形
で
賛
否
が
問
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
選
挙

よ
り
二
名
削
減
し
て
十
四
名
と
な

る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
月
末
日
を
持
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
助
役
の
選
任
で
は
、

田
辺
誠
二
助
役
に
替
わ
り
久
保
田

正
敏
（
総
務
課
長
）
氏
が
選
任
さ

れ
、
四
月
一
日
よ
り
助
役
の
職
（
収

入
役
兼
掌
）
に
就
く
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
事
業
面
で
は
、
今
ま
で
水
不
足

の
状
態
に
あ
っ
た
上
蝦
池
部
落
に

簡
易
水
道
施
設
を
作
る
事
に
な
り
、

今
年
度
工
事
に
取
り
か
か
る
事
が

決
ま
り
ま
し
た
．

　
条
例
等
の
改
正
で
k
な
も
の
は
、

町
長
以
下
三
役
及
び
議
員
な
ど
特

別
職
の
報
酬
が
、
四
月
一
日
よ
り

引
き
上
げ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
松
之
山
町
で
は
独
自
の

考
え
の
も
と
に
、
郡
内
他
町
村
よ

り
三
カ
月
遅
ら
せ
た
七
月
一
日
か

今年度の目玉事業

1億258万円

　　150万円

2，180万円

ら
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
た
の

で
す
が
、
昨
年
よ
り
松
代
町
と
と

も
に
郡
報
酬
審
議
会
の
仲
間
入
り

を
し
、
今
年
度
か
ら
郡
内
統
一
し

た
形
で
報
酬
が
定
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
事
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
長
に
対
す
る
一
般
質
問
に
は

六
人
の
議
員
が
通
告
を
行
い
、
新

年
度
事
業
に
向
け
て
の
色
々
な
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
詳
し

い
や
り
と
り
は
議
会
だ
よ
り
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

消防防災無線通信施設整備費

　　　　　　　　　　　　　1億1，936万円

7，500万円

3，500万円

新温泉掘削事業（湯山地区）

特別養護老人ホーム用地造成

雪対策事業（無雪駐車場・小型除雪機等）

　　　　　　　　　　　　　　　9，662万円

下布川コミュニティセンター建設

　　　　　　　　　　　　　　　5，600万円

上蝦池簡易水道新設事業

松之山～湯沢駅直行バス運営

グリーンリース事業

、
・
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村山町長が平成3年度に向けての施政方針を演説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3月6日）

平成3年度一般会計予算決定

27億19014万9千円に1
9．2％増）（対前年上ヒ
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比
較
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二
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、
九
一
八
万
三
千
円
多
い
、

二
七
億
一
、
〇
一
四
万
九
千
円
と

い
う
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
度
に
も
診
療
所
建
設
・

温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
・
町
民
グ
ラ

ン
ド
造
成
等
、
大
き
な
事
業
が
あ
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ま
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が
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も
、
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の
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予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
玉
事

業
と
し
て
紹
介
し
て
あ
る
の
が
そ

の
主
な
も
の
で
す
が
、
箱
物
か
ら

地
域
住
民
に
直
接
影
響
す
る
部
分

へ
の
支
出
が
多
く
な
っ
て
来
て
お

り
ま
す
。

　
歳
出
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は

保
育
料
の
引
き
下
げ
が
実
施
さ
れ

る
事
に
な
り
、
父
母
の
負
担
が
多

少
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
湯
沢

駅
ま
で
の
直
通
バ
ス
が
年
間
二
一

〇
日
（
一
日
二
住
復
）
運
行
さ
れ
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事
に
な
り
ま
し
た
。
大
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す
。

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
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が
年
間
二
一

〇
日
（
一
日
二
住
復
）
運
行
さ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
便
利

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
防

雪
対
制
整
備
事
業
も
着
実
に
進
め

ら
れ
る
事
に
な
り
、
今
年
度
、
無

雪
駐
車
場
十
四
棟
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
一
台
、
小
型
除
雪
機
一
一
台
、

地方譲与税その他
　6，450万1千円
　　　　（2．3％）

　　　　　　　　＼
国庫支出金
1億i，697万3千円
　　　　（4．3％）

20．5％

県支出金　／’
1億4，070万5千円

（5．2％）∠

歳入

地方交付税
　　　15億6，000万円

　　　　　（57．6％）

駐
車
場
一
カ
所
な
ど
、
約
一
千
万

円
近
い
事
業
が
実
施
と
な
り
ま
す
。

　
下
布
川
地
区
に
は
待
望
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
建
築
さ
れ

ま
す
し
、
上
蝦
池
で
は
簡
易
水
道

工
事
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
住
み
良

い
地
域
・
町
づ
く
り
が
、
ま
す
ま

す
活
発
に
な
る
今
年
度
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
円

　
万

　
　
り
　

　
3
3
％

債
孔
－

億
臥

町
2
（

総務費

5億4，989万7千円

　　（20．3％）

商工資その他
3億8，867万4千円
　　　（！4．3％）

民生費
1億6，028万2千円
　（5．9％）

！
消防費　　＼
2億190万9干円

（7．5％）7』醐”」刑　歳出　公債費
掌，φ調　’　4億lll謝

驚魯轟鰍

③
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決
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も
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▽
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職
の
報
酬
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き
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げ

・
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長

・
助
役

。
教
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長

五
九
〇
、
○
○
○
円

（
二
万
四
千
円
ア
ッ
プ
）

四
七
二
、
O
O
O
円

（
二
万
二
千
円
ア
ッ
プ
〉

四
ニ
ニ
、
○
○
○
円

二
万
…
千
円
ア
ッ
プ
）

◎
町
議
会
議
員

。
議
長
　
　
｝
八
九
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
八
千
円
ア
ッ
プ
）

。
副
議
長

・
委
員
長

・
議
員

※
四
月
～

　
一
四
八
、
O
O
O
円

（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

　
一
三
五
、
O
O
O
円

（
六
千
円
ア
ッ
プ
）

　
二
二
〇
、
○
○
○
円

（
六
千
円
ア
ッ
プ
）

日
よ
り
実
施

▽
消
防
団
員
の
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

。
班
長
手
当
　
　
］
一
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
（
七
百
円
ア
ッ
プ
）

。
団
員
手
当
　
『
○
、
○
O
O
円

　
　
　
　
　
　
（
九
百
円
ア
ッ
プ
）

▽
浦
田
地
区
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
施
設

　
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
。
四
月
よ
り
廃
校
と
な
る
浦
田
中

学
校
校
舎
を
、
地
区
の
コ
ミ
ュ

　ニティ

施
設
と
し
て
使
用
す
る

も
の
で
す
。

平成3年度特別会計予算

レ国民健康保険

・事業勘定予算　　3億2，167万4千円

。松之山診療所勘定予算

　　　　　　　　2億9，434万7千円

〉老人保健、　　　3億4，367万3千円

〉簡易水道予算　　1億7，723万1千円

・飲料水供給施設建設費

総額　　　　　　1億258万9千円

　　　（上蝦池簡易水道）

羅縫腱す

　
新
幹
線
・
高
速
道
路
と
新
潟
県

の
高
速
交
通
体
系
の
充
実
振
り
は

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
東
京
へ
二
時
間
半

ほ
ど
で
行
け
る
と
は
、
少
し
前
ま

で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
で
し
た
。

　
今
年
中
に
新
幹
線
の
東
京
駅
乗

り
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
関
越
自

動
車
道
の
三
国
ト
ン
ネ
ル
複
線
化

が
実
現
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
便

利
に
な
り
ま
す
．

　
町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
出
て
い
ま
し

た
、
松
之
山
↓
湯
沢
駅
直
行
バ
ス

の
運
行
を
四
月
二
十
七
日
よ
り
開

始
し
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
は
、
松
之
山
町
か
ら

湯
沢
駅
西
口
の
間
を
一
日
二
住
復

運
行
す
る
も
の
で
、
年
間
を
通
し

て
利
用
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
期

間
（
別
表
）
の
、
二
一
〇
日
間
だ

け
運
行
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
料
金
は
町
内
ど
の
停
留
所
か
ら

　
　
間
間
間
間
間

　
　
日
日
日
日
日

　
　
2
　
2
　
5
　
1
　
0

　
　
1
　
6
　
1
　
3
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
ク
　
　
　
　
計

　
　
』

　
　
イ

　
　
ゥ
　
　
）

　
　
ン
　
　
始

　
一
ア
）
年
）

　
　
ル
み
・
み

　
　
』
休
末
休

乗
っ
て
も
一
、
○
○
○
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
湯
沢
ま
で
約
】
時

間
十
分
で
運
行
す
る
こ
の
直
通
ベ

ス
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　関東方

面
に
出
ら
れ
て
い
る
皆

いよいよ待望の

ス

、1．、．

1、運行期問（1日2往復）

　　（1）4月27日～5月8日（ゴ

　　（2）7月1日～8月31日（夏

　　（3）12月25日～1月8日（年

　　（4）3月1日～3月31日（春

2、運行時刻及び乗降場所

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
六
回
・
七
回
分
）

　
三
、
五
四
八
万
五
千
円
追
加
し
、

総
額
三
〇
億
八
、
　
『
〇
六
万
三
千

円
と
す
る
。

▼
補
正
の
・
王
な
も
の

。
津
南
衛
生
施
設
組
合
建
設
費
増

　
　
　
　
　
一
、
一
二
一
万
円

。
東
川
藤
倉
天
水
越
線
工
事
費
増

　
　
　
　
　
　
　
五
三
八
万
円

。
除
雪
委
託
料
増

　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
万
円

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
帰
省
等
さ
れ

る
際
な
ど
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
こ
の
直
行
バ
ス
が
運

行
さ
れ
て
い
る
事
を
、
大
い
に
宣

伝
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
（
運
行
日
に
注
意
！
）

松　之　山　町→湯　沢　駅 備　考

松之山温泉発 7：20 15：20 乗
湯　　　　　　山

7：23 15：23
ノノ

松之山町役場前 7：25 15　：25 ノノ

橋　　　　　詰 7：28 15　：28 ノノ

五　十　子　平 7：31 15　：31 ノノ

東　　　　　川 7：33 15：33
ノノ

湯沢駅西口着 8：30 16：30 降

湯　沢　駅→松　之　山　町

湯沢駅西口着 9：30 17：20 乗

東　　　　　川 10：27 18：17 降

五　十　子　平 10：29 18：19
ノノ

橋　　　　　詰 10：32 18；22
ノノ

松之山町役場前 10：35 18：25
ノノ

湯　　　　　　山 10：37 18：27 ノノ　，

松之山温泉着 10：40 18：30
ノノ

※「備考」の乗は乗車場所、降は降車場所
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と
し
て
使
用
す
る

も
の
で
す
。

平成3年度特別会計予算

レ国民健康保険

・事業勘定予算　　3億2，167万4千円

。松之山診療所勘定予算

　　　　　　　　2億9，434万7千円

〉老人保健、　　　3億4，367万3千円

〉簡易水道予算　　1億7，723万1千円

・飲料水供給施設建設費

総額　　　　　　1億258万9千円

　　　（上蝦池簡易水道）

羅縫腱す

　
新
幹
線
・
高
速
道
路
と
新
潟
県

の
高
速
交
通
体
系
の
充
実
振
り
は

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
東
京
へ
二
時
間
半

ほ
ど
で
行
け
る
と
は
、
少
し
前
ま

で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
で
し
た
。

　
今
年
中
に
新
幹
線
の
東
京
駅
乗

り
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
関
越
自

動
車
道
の
三
国
ト
ン
ネ
ル
複
線
化

が
実
現
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
便

利
に
な
り
ま
す
．

　
町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
出
て
い
ま
し

た
、
松
之
山
↓
湯
沢
駅
直
行
バ
ス

の
運
行
を
四
月
二
十
七
日
よ
り
開

始
し
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
は
、
松
之
山
町
か
ら

湯
沢
駅
西
口
の
間
を
一
日
二
住
復

運
行
す
る
も
の
で
、
年
間
を
通
し

て
利
用
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
期

間
（
別
表
）
の
、
二
一
〇
日
間
だ

け
運
行
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
料
金
は
町
内
ど
の
停
留
所
か
ら

　
　
間
間
間
間
間

　
　
日
日
日
日
日

　
　
2
　
2
　
5
　
1
　
0

　
　
1
　
6
　
1
　
3
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
ク
　
　
　
　
計

　
　
』

　
　
イ

　
　
ゥ
　
　
）

　
　
ン
　
　
始

　
一
ア
）
年
）

　
　
ル
み
・
み

　
　
』
休
末
休

乗
っ
て
も
一
、
○
○
○
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
湯
沢
ま
で
約
】
時

間
十
分
で
運
行
す
る
こ
の
直
通
ベ

ス
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　関東方

面
に
出
ら
れ
て
い
る
皆

いよいよ待望の

ス

、1．、．

1、運行期問（1日2往復）

　　（1）4月27日～5月8日（ゴ

　　（2）7月1日～8月31日（夏

　　（3）12月25日～1月8日（年

　　（4）3月1日～3月31日（春

2、運行時刻及び乗降場所

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
六
回
・
七
回
分
）

　
三
、
五
四
八
万
五
千
円
追
加
し
、

総
額
三
〇
億
八
、
　
『
〇
六
万
三
千

円
と
す
る
。

▼
補
正
の
・
王
な
も
の

。
津
南
衛
生
施
設
組
合
建
設
費
増

　
　
　
　
　
一
、
一
二
一
万
円

。
東
川
藤
倉
天
水
越
線
工
事
費
増

　
　
　
　
　
　
　
五
三
八
万
円

。
除
雪
委
託
料
増

　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
万
円

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
帰
省
等
さ
れ

る
際
な
ど
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
こ
の
直
行
バ
ス
が
運

行
さ
れ
て
い
る
事
を
、
大
い
に
宣

伝
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
（
運
行
日
に
注
意
！
）

松　之　山　町→湯　沢　駅 備　考

松之山温泉発 7：20 15：20 乗
湯　　　　　　山

7：23 15：23
ノノ

松之山町役場前 7：25 15　：25 ノノ

橋　　　　　詰 7：28 15　：28 ノノ

五　十　子　平 7：31 15　：31 ノノ

東　　　　　川 7：33 15：33
ノノ

湯沢駅西口着 8：30 16：30 降

湯　沢　駅→松　之　山　町

湯沢駅西口着 9：30 17：20 乗

東　　　　　川 10：27 18：17 降

五　十　子　平 10：29 18：19
ノノ

橋　　　　　詰 10：32 18；22
ノノ

松之山町役場前 10：35 18：25
ノノ

湯　　　　　　山 10：37 18：27 ノノ　，

松之山温泉着 10：40 18：30
ノノ

※「備考」の乗は乗車場所、降は降車場所
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卒業証書を手に今までの思い出やこれから
の抱負を述べる卒業生（南雲広美さん）

所中学校閉校ぎ

学
校
で
最
後
の
卒
業
式

　
　
　
四
十
五
年
の
歴
史
を
残
し
て

卒業式に引き続いて行われた閉校式。沢田校長ガ
浦田中学校の伝統を受け継いでほしいとあいさつ

　
杉
之
山
町
立
浦
田
中
学
校
（
沢

田
芳
郎
校
長
）
重
、
一
月
十
五
H
、

最
後
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。　

今
年
、
同
校
を
卒
業
す
る
生
徒

は
、
男
子
八
名
、
女
子
一
名
の
合

計
九
名
で
、
山
村
留
学
生
と
し
て

頑
張
っ
て
来
た
三
名
も
、
こ
の
日

卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
浦
田
中
学
校
は
平
成
二
年
度
を

も
っ
て
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、

（
閉
校
）
、
四
月
か
ら
松
之
山
中

学
校
に
統
合
さ
れ
、
一
町
一
中
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
事
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
H
の
卒
業
式
は

浦
田
中
学
校
で
の
最
後
の
卒
業
式

と
な
り
ま
し
た
。

　
浦
田
中
学
校
は
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
、
一
十
五
年
に
開
校
し
、
現

在
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
こ
の
学

校
で
学
び
、
巣
立
っ
て
行
き
ま
し

た
。
卒
業
生
の
総
数
は
一
、
九
六

九
名
を
数
え
ま
す
。

　
第
四
十
四
回
の
卒
業
式
は
、
こ

の
時
期
と
し
て
は
珍
し
い
本
確
的

な
雪
が
降
る
中
、
午
前
十
時
よ
り

始
め
ら
れ
、
沢
田
校
長
先
生
よ
り

生
徒
一
人
／
＼
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん

に
「
君
た
ち
は
も
う
数
年
後
に
や

っ
て
来
る
…
二
世
紀
を
担
う
人
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際

化
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
力

し
、
平
和
を
守
る
固
い
決
意
を
持

　　　　　．慶継獅｝
浦田中学校閉校

卒業生全員が前に出て巣立ちのことばを
述べる。　（代表の本山達夫くん）

臨中学校の校旗が校長より田辺一夫地区

協議会長に手渡され閉校となる。

沢田校長先生より卒業生書人1人に

卒業証書がしっかり手渡されました

っ
て
生
き
て
ほ
し
い
四
と
、
送
別

り
一
、
肖
葉
を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
卒
業
生
代
表
の
本
山
達
夫

君
が
「
闘
魂
と
素
朴
の
心
を
大
切

に
胸
に
秘
め
、
浦
田
中
学
校
最
後

の
卒
業
生
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
、

進
学
し
て
も
頑
張
り
ま
す
凶
と
巣

肯
、
ち
の
決
意
を
述
べ
、
式
典
が
終

ノ
～
し
ま
し
た
．

　
暫
く
休
憩
の
後
、
引
き
続
き
「
閉

⑤

校
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
閉
校
式
で
は
、
学
校
創
設

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
過
や

歴
史
、
数
々
の
貢
績
が
被
露
さ
れ

る
と
と
も
に
、
統
合
に
向
け
て
の

取
り
組
み
や
校
舎
の
跡
利
用
計
画

な
ど
も
、
校
長
先
生
や
来
賓
の
方

々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
四
月
よ
り
松
之
山
中
学
校
へ

通
学
す
る
一
、
二
年
生
へ
、
浦
田

中
学
校
で
培
っ
た
伝
統
と
精
神
を

忘
れ
ず
に
守
り
抜
い
て
、
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
校
旗
の
収
納
も
行
わ

れ
、
沢
田
校
長
よ
り
田
辺
一
夫
地

区
協
議
会
長
に
手
渡
さ
れ
て
大
切

に
保
管
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
員
で
校
歌
を
声
唱
し

、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。
　
「
こ
の

体
育
館
、
こ
の
校
舎
で
校
歌
が
歌

わ
れ
る
の
は
、
も
う
何
回
も
な
い

だ
ろ
う
な
」
と
、
考
え
ま
し
た
ら

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
が
無
く
な
る
と
い
う
の
は

心
の
拠
り
所
が
一
つ
無
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
、
大
変
淋

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
区

一
丸
と
な
っ
て
校
舎
の
跡
利
用
等

活
性
化
に
向
げ
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

⑦
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藤レ麹
　　篠『

変強盆
驚

　　　　　　　　　　　纐　　　　　　　　鱗　　　　　　鶏　　　嬢，無

役場職員人事異動（4月1日付け）

助
役
に
久
保
田
正
敏
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
総
務
課
長
）
を
選
任

　
役
場
で
は
、
四
月
一
口
付
け
で

一
部
機
構
改
革
と
、
事
務
職
員
の

異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
機
構
の
面
で
は
、
総
務
課
内
の

庶
務
係
を
行
政
係
に
変
更
し
、
町

広
報
の
発
行
も
こ
こ
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
企
画
財

政
係
を
企
画
係
と
財
政
係
に
分
け
、

企
画
係
を
振
興
課
に
移
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
今
ま
で
振
興
課
に
あ

』r
、

っ
た
林
業
係
は
、
仕
事
の
性
質
別

に
分
け
て
、
建
設
課
と
産
業
課
で

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

　
産
業
課
の
農
政
係
は
林
業
関
係

の
『
部
も
取
り
扱
う
事
か
ら
、
名

称
が
農
林
係
に
、
ま
た
建
設
課
土

木
係
も
建
設
係
に
そ
れ
ぞ
れ
変
、
更

し
ま
し
た
。

　
人
事
面
で
は
、
平
成
二
年
度
末

　
　
　
　
　
で
三
人
の
課
長
が
退

　
　
　
　
　
職
さ
れ
た
た
め
、
か

　
　
　
　
　
な
り
大
幅
な
異
動
が

　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
田
辺
誠
二

　
　
　
　
助
役
が
三
月
三
十
一

　
　
　
　
日
で
任
期
満
了
と
な

　
　
　
　
り
、
後
任
と
し
て
久

　
　
　
　
保
田
正
敏
総
務
課
長

　
　
　
　
が
、
三
月
定
例
議
会

　
　
　
　
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
一

・
諭
鶴
　

役
場
　
般
職
里
ハ
動

▽
総
務
課
長

　
昇
任
）

▽
産
業
課
長

　
昇
任
）

▽
振
興
課
長

▽
出
納
室
長

　
昇
任
）

▽
診
療
所
事
務
長

　
昇
任
）

▽
総
務
課
財
政
係
長

　
昇
任
）

▽
住
民
課
住
民
係
長

　
農
委
係
長
）

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
長

　
政
係
昇
任
）

▽
　
〃
　
農
委
係
長

　
用
地
係
昇
任
）

▽
振
興
課
企
画
係
長

　
光
係
長
）

▽
　
〃
　
商
工
観
光
係
長

　
会
教
育
係
長
）

▽
社
会
教
育
係
長

所
昇
任
）

▽
議
会
事
務
局

係
長
）

　
　
　
以
上
、
課
長
・
係
長
級

（
土
地
改
良
係
長

　
小
酒
井
　
桂

（
診
療
所
事
務
長

　
佐
藤
　
民
雄

（
産
業
課
長
）

　
村
山
　
俊
介

（
企
画
財
政
係
長

　
小
野
塚
与
芳

　
　
（
林
業
係
長

　
津
端
　
和
栄

　
　
　
（
財
政
係

　
相
沢
　
一
郎

　
　
　
（
産
業
課

　
山
口
　
達
夫

　
　
　
　
（
農

　
滝
沢
　
正
彦

　
　
（
建
設
課

　
　
　
　
晴
夫

　
　
（
商
工
観

　
山
岸
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司
雄

　
　
　
　
（
社

　
竹
内
　
仲
戊
俊

　
（
東
京
事
務
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橋
　
明
夫

（
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民
課
住
民

津
端
　
徳
子

（
　
）
内
は
異
動
前

▽
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務
課
行
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係

　
係
）

▽
　
〃
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〉

▽
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会
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係
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▽
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局
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・
）
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係
）
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課
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係
）

▽
振
興
課
企
画
係
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係
）

◎
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事
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▽
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村
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信
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課
林
業
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代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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員

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
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会
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沢
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（
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域
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島
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（
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土
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雄

▽
　
〃
　
商
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係
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哲

▽
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▽
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育
委
員
会
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手
（
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校
用

　
務
員
）
　
　
　
　
村
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恵
一

◎
東
頸
城
広
域
組
合
出
向
、

　
　
　
大
島
村
（
共
済
）

▽
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口
　
幸
宏
　
　
（
振
興
課
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）
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用

▽
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一
司

係
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設
課
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▽
久
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（
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）

▽
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彦
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郎
　
　
（
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）

▽
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（
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就
任
の
あ

経
　
歴

　
昭
和
五
年
八
月
二
十
四
日
生

　
松
之
山
町
大
字
光
問
二
－
二
〇

前
職
総
務
課
長

い
さ
つ

　
新
助
役

　
　
　
久
保
田
正
敏
氏

　
　
こ
の
度
、
田
辺
助
役
さ
ん
の
任

期
満
了
に
と
も
な
い
ま
し
て
、
後

、
任
と
し
て
助
役
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。
内
外
に
難
問
山
積
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こ
の
と

き
、
浅
学
に
し
て
凡
才
の
私
に
と

り
ま
し
て
、
身
に
あ
ま
る
重
責
と

痛
感
い
た
し
て
お
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
微
力
な
私
で
あ
り
ま
す
が
精
一

杯
助
役
の
職
務
の
遂
行
に
努
力
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
ご

鞭
燵
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
三

月
三
十
｝
日
を
も
っ
て
、
松
之
山

町
助
役
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
三
年
十
月
松
之
山
村

役
場
に
職
し
て
、
四
十
二
年
五
ケ

月
に
な
り
ま
し
た
が
、
ふ
り
返
っ

て
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
四
十
歳
の
時
に
収
入
役
を
拝
命

し
、
六
期
目
の
前
半
ま
で
二
十
二

年
問
勤
め
、
続
い
て
六
十
二
歳
で

助
役
と
し
て
（
収
入
役
事
務
兼
掌

を
含
む
）
要
職
を
拝
命
し
、
正
に

身
に
余
る
重
責
で
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
一
期
間
、
満
了
に
よ
っ
て

退
任
で
き
ま
し
た
こ
と
を
無
上
の

よ
ろ
こ
び
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
長
年
に
わ
た
り
、
先
輩
、

同
僚
、
後
輩
を
は
じ
め
、
多
数
の

方
々
に
出
会
い
、
温
か
い
ご
指
導

と
ご
厚
情
を
い
た
だ
い
た
お
陰
と

深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
四
十
有
余
年
を
顧
み
て
、
特
筆

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
前
助
役

　
　
　
　
田
辺
誠
二
氏

す
べ
き
多
く
の
こ
と
が
懐
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
が
、
中
で
も
、
大

厳
寺
高
原
の
開
発
や
、
松
之
山
地

す
べ
り
災
害
の
復
興
は
忘
れ
得
ぬ

思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
六
年
問
の
中
、
海
外
旅
行

三
回
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
中
で
も
、
西
欧
の
ス
イ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
・
西
ド
イ
ツ
の
三
ケ
国

を
訪
れ
、
リ
ゾ
ー
ト
視
察
研
修
を

行
っ
た
際
の
感
覚
は
、
い
ま
だ
に

新
た
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
熟
年
の
向
後
は
、
豊
か
な
自
然

を
友
と
し
て
意
義
あ
る
人
生
を
過

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
共
、
ご
交
情
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
町
の
一
層

の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
は
お
早
め
に
！

　
平
成
三
年
度
の
労
働
保
険
料

　
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
申

告
・
納
付
は
、
五
月
十
五
日
ま
で

で
す
。

　
期
限
内
に
正
し
く
申
告
・
納
付

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に

事
務
を
委
託
し
て
い
る
事
業
主
の

方
は
、
事
務
組
合
が
指
定
す
る
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
新
潟
県
雇
用

保
険
課
（
電
話
〇
二
五
ー
二
八
五

ー
五
五
一
一
）
ま
た
は
、
上
越
公

共
職
業
安
定
所
（
電
話
〇
二
五
五

－
二
三
i
六
二
二
）
へ
問
い
合

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
四
月
十
二
日
（
金
）

　
　
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
十
二

　
　
時
ま
で

▽
上
川
手
の
｝
部
及
び
下
川
手
の

全
部

　
　
　
　
　
東
北
電
力
よ
り



ー
o
o
“
o
O
ー

③

藤レ麹
　　篠『

変強盆
驚

　　　　　　　　　　　纐　　　　　　　　鱗　　　　　　鶏　　　嬢，無

役場職員人事異動（4月1日付け）

助
役
に
久
保
田
正
敏
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
総
務
課
長
）
を
選
任

　
役
場
で
は
、
四
月
一
口
付
け
で

一
部
機
構
改
革
と
、
事
務
職
員
の

異
動
を
行
い
ま
し
た
。
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。
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、
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変
、
更
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。
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成
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で
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人
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長
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め
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な
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が
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。
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子

▽
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手
（
学
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員
）
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山
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済
）

▽
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係
）

◎
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用

▽
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山
　
一
司

係
）
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長
）

▽
小
口
彦
三
郎
　
　
（
振
興
課
長
）

▽
丸
林
　
哲
二
　
　
（
出
納
室
長
）

就
任
の
あ

経
　
歴

　
昭
和
五
年
八
月
二
十
四
日
生

　
松
之
山
町
大
字
光
問
二
－
二
〇

前
職
総
務
課
長

い
さ
つ

　
新
助
役

　
　
　
久
保
田
正
敏
氏

　
　
こ
の
度
、
田
辺
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役
さ
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の
任

期
満
了
に
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も
な
い
ま
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て
、
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、
任
と
し
て
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役
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れ
ま
し

た
。
内
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、
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ま
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重
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と

痛
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い
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お
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次
第
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ご
ざ
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ま
す
。
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一
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れ
ま
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上
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指
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ご

鞭
燵
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賜
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ま
す
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お
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を

申
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上
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ま
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て
、
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の
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あ

い
さ
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い
た
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ま
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。
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三
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て
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。
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西
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を
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あ
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。
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。
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全
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東
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電
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よ
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轟、つな引き大会
融

懸慧

醸
．
触

戸
淘

、
童
翼

子供ナニちだけのチ

蕗

～
天
候
に
恵
ま
れ
大
成
功
だ
つ
た

穐

ス
キ
ー
カ
⊥

　
　
第
八
回
の
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
カ
ー
ニ
バ
ル
・
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ス

　
キ
ー
大
会
が
、
三
月
二
十
四
日
、

「
春
ら
し
い
陽
差
し
が
照
り
つ
け
る

　
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で

　
行
わ
れ
、
二
千
人
も
の
人
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
．

　
　
こ
の
日
は
朝
か
ら
大
変
良
い
天

　
気
で
、
味
の
名
店
街
や
イ
ベ
ン
ト

　
の
始
ま
る
午
前
十
時
頃
か
ら
、
ぞ

く
ぞ
く
と
人
々
が
ス
キ
ー
場
に
集

ま
り
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
で
は
カ
ザ

　
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

が
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
』
般
の

方
々
ま
で
一
八
O
名
が
参
加
し
、

ス
ー
パ
ー
大
回
転
種
目
で
タ
イ
ム

を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
の
前
広
場

で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

あ
ん
ぽ
や
け
ん
ち
ん
汁
、
す
い
と

ん
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
出
店
や
、
焼
そ
ば
、

一
バ
ル

　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
焼
と
り
な
ど
若

向
き
の
出
店
が
軒
を
連
ね
、
大
勢

　
の
人
が
足
を
止
め
、
買
い
求
め
て

　
い
ま
し
た
。
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
ラ

ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
・
甘
酒
コ
ー
ナ
ー

も
大
変
な
人
だ
か
り
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
色
々
な
ゲ
ー
ム
や
大

会
も
沢
山
用
意
さ
れ
て
お
り
、
小

さ
な
子
供
た
ち
が
対
象
の
”
宝
探

し
ゲ
ー
ム
”
や
大
人
の
”
酒
｝
升

早
飲
み
リ
レ
ー
”
、
今
年
初
め
て
企

画
し
た
”
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
”
、
恒

例
の
”
雪
上
つ
な
引
き
大
会
”
な

ど
、
地
元
の
方
た
ち
は
勿
論
の
こ

と
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
観
光
客
も
交
っ

て
、
賑
や
か
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
特
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、

つ
な
引
き
大
会
に
子
供
た
ち
だ
け

、
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
大
人
を

相
手
に
必
死
に
頑
張
っ
て
く
れ
た

事
で
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
に
は
今

シ
ー
ズ
ン
昨
年
以
上
の
方
た
ち
が

訪
れ
、
営
業
収
入
も
大
幅
に
伸
び

ま
し
た
。
安
塚
町
に
大
き
な
ス
キ

ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
入
込
客
が
増
加
し
た
事

は
大
変
喜
ば
れ
る
事
で
す
。

　
今
後
の
ス
キ
ー
場
運
営
が
大
い

に
期
待
で
き
ま
す
。

　　ぞね

臨醐

にぎわう味の名店街

、
騒
醸
　
』

　
　
．
　
鱗
㌔

　
　
謙
　
　
　
亀
灘

　
　
　
～
．
、

ト
、
　
、

、
N

ストローに穴があいていてなかな か

飲めない「酒一升早飲み大会」大変
苦しいゲームです、，

瀞

今回夘めて行われた“ジャンケン大会、

一番勝ったのは誰かな？

　
　
、
岬
　
　
　
　
　
講
『
　
、

　
　
卜
螺
隷
、

　
畔
　
　
　
声

ザ
、
ー
　
－

「
菊

犠
調
、
騨

　
　
　
　
一

騨鱒解鴨璽懸
職　　　　　　　　　　　　　カーニバルを盛り上げてくれたアマチュアグループ

　　　　　　　　　　　　　　　　「MMMパンド」の皆さん
　　　　ちびっ子たちの宝探し、
▼ぽたもち、　ジュースやミカンが埋っています・

おでん、あんぼ、けんちん汁など良く売れました。

　　　　　　　　罵＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　。　　沁曹・“，“鴨『・　む・　　’隻
　　　　　　　　　　　　ぐ　壕　　　　　　曳・幅㌧　　　　　　　　　幾　．　・　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『．　　1■レ　　『ト即　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闇　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

論』論薩露錨魏躍製
論
． 遍・，　翻篭偏9瞳
　　　　ざ勲嚢・一、1．，騨．、灘　瀕』臨、壷

　　　らねハ　　ゼジ　　　　りし
広場ではモチうきも行われ、観光客に喜ばれ
ました。　「つきたては美味しい！」

麹

●
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松之山温泉センターがあ
4月12日に竣工しますく筋

　
新
し
い
共
同
浴
場
（
温
泉
セ
ン

タ
ー
）
が
四
月
十
二
日
、
め
で
た

く
竣
工
式
を
迎
え
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
湯
本
出
張
診
療
所
跡

地
に
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

露
天
風
呂
付
き
温
泉
セ
ン
タ
ー
が
、

よ
う
や
く
完
成
し
、
皆
さ
ん
よ
り

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。　

こ
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
、
男
女

の
浴
場
と
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
・
川

沿
い
に
露
天
風
呂
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
所
も

あ
り
ま
す
。
二
階
は
湯
本
部
落
の

集
落
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

　
新
し
い
セ
ン
タ
ー
の
営
業
時
間

は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
十
時
ま

で
で
、
五
月
か
ら
十
二
月
の
間
は

第
二
と
第
四
木
曜
日
が
休
湯
日
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
一
般
の
方
は

一
回
三
〇
〇
円
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

温泉センター完成予想図
今度から有料（1回300円）となりますが、町民の皆
は、12枚の無料入浴券が交付されます。

山
火
事
防
止
運
動

4
月
1
5
日
～
5
月
1
5
日

　
春
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
た
め
空

気
が
大
変
乾
燥
し
、
火
災
の
起
こ

り
や
す
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
資
源
を
守
る
た
め
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
山
菜
取
り
等
で
入
山
す
る
と
き

は
、
　
“
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
”
は

絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
！

※
山
火
事
防
止
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
枯
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所

　
で
は
、
た
き
火
等
は
し
な
い
こ

　
と
。

二
、
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

　
た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ

　
と
。

三
、
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と

　
き
は
、
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

四
、
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
は
、
必

　
ず
消
す
こ
と
。

五
、
車
か
ら
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら

　
は
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

六
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
り

　
を
出
す
よ
う
な
場
合
は
、
事
前

　
に
分
遣
所
に
届
出
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

「
統
一
標
語
」

燃
や
す
ま
い

　
　
地
球
を
守
る

　
　
　
　
　
　
豊
か
な
緑

　
こ
の
運
動
期
間
中
、
　
「
焚
火
に

よ
る
火
災
の
防
止
運
動
」
も
併
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

し

轟特観

砧

町
史
編
さ
ん
の

お
礼
に
か
匿

　
松
之
山
町
史
の
編
さ
ん
が
昭
和

六
十
二
年
四
月
か
ら
着
手
し
て
五

年
目
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
発
刊
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
は
六
十
二
年
四
月
に
町
史
編

さ
ん
室
を
設
置
し
、
監
修
者
二
名
、

編
さ
ん
委
員
十
一
名
、
編
集
委
員

十
二
名
、
調
査
執
筆
委
員
二
十
八

名
の
体
制
を
以
っ
て
町
史
の
編
集

に
当
り
、
町
内
外
の
資
料
収
集
を

は
じ
め
、
調
査
執
筆
に
当
っ
て
来

た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は

地
域
の
自
然
と
歴
史
を
解
明
す
る

も
の
と
し
て
、
第
｛
章
自
然
か
ら

考
古
原
始
、
古
代
中
生
、
近
世
、

近
現
代
、
町
の
宗
教
、
観
光
文
化

財
、
民
俗
、
集
落
史
の
九
章
か
ら

な
り
、
特
に
近
世
、
近
現
代
、
観

光
文
化
財
に
重
点
を
お
い
て
編
集

を
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
更

に
年
表
を
加
え
て
あ
り
、
町
の
実

態
を
知
る
事
の
出
来
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
、
町
内
外
の
幾

多
の
方
々
か
ら
は
、
貴
重
な
資
料

の
提
供
や
、
調
査
等
に
，
ご
指
導
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
こ
に
紙
上
を
か
り
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
町
史
の
購
入
予
約

も
（
平
成
二
年
十
二
月
末
）
町
外

一
、
〇
六
〇
、
町
内
七
四
〇
、
計

一
、
八
○
○
部
と
な
り
ま
し
た
。

広
く
皆
様
方
か
ら
こ
の
町
史
を
愛

読
さ
れ
、
松
之
山
町
の
先
人
の
残

さ
れ
た
遺
業
を
知
り
、
こ
の
途
を

後
生
に
伝
え
続
か
れ
ん
事
を
祈
念

い
た
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
三
月
末
発
刊
の
予
定
で

あ
り
ま
し
た
が
、
編
集
作
業
の
遅

延
な
ど
に
よ
り
、
お
手
許
に
お
届

け
す
る
の
が
多
少
遅
れ
ま
す
の
で
、

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
理

解
賜
り
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
町
広
報
に
六
十
二
年
四

月
以
降
「
町
史
編
さ
ん
便
り
」
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
回
を

以
っ
て
終
り
と
い
た
し
ま
す
。

　
町
の
発
展
と
皆
々
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
に
感
謝
を
申
上
げ
お
礼
と

い
た
し
ま
す
。

　
　
松
之
山
町
史
編
さ
ん
室
一
同

犠えて酵裁鱒

　　セART　5

切り干し大根の

スキムミルク煮（5ノ、分）

作り方

　①切り干し大根は手早く洗いぬるま湯でも

どす。

②干ししいたけはもどしてせん切りし、人参

　は太めの短いせん切りする。油あげは縦半

　分に切ってから7ミリ幅に切る。

③大根菜はさっとゆでておく。みじん切り

④①を適当に切れ目を入れておく。

⑤油で④を充分いため、しいたけ、人参、油

　あげをいため、砂糖、水ときスキムミルク、

　しょうゆを入れて、水がなくなるまで弱火

　で煮込む。

⑥味をみて塩を調節する。

⑦大根菜を散らす。

　　　　材　　　料

切り干し大根100g　スキムミルク　大さじ10

ぬるま湯　　　　　水　カップ2枚と4分の1
　　き干ししいたけ　4枚砂糖小さじ3
人参　40g　　　　　しょうゆ　大さじ3

油あげ　1枚　　　塩少々

大根菜20g　　　油
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と

っ
て
も
明
る
く
広
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所
四
月
一
日
竣
工
！

》、＝

醜

ゆゆ　ヨリヨあぼ　ゆそロサ　ゆりゆハド　　　　

嘩祝訟之山診盛所旗工
繍邸縄柵轍㎜脚㈱　　　　　　　　　．㎜

鐸、覆翻・馴盈

｝

皿

病院というイメージを感じさせない淡い小豆色の壁が鮮やかな診療所

　
咋
年
五
月
よ
り
L
事
を
進
め
て

来
ま
し
た
松
之
山
国
保
診
療
所
が

こ
の
程
よ
う
や
く
完
成
し
、
三
月

三
十
一
H
、
盛
大
に
竣
r
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
に
建
て
ら
れ
た

今
ま
で
の
診
療
所
は
、
あ
ち
こ
ち

に
老
朽
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

各
出
張
診
療
所
の
廃
止
計
画
も
考

え
た
中
で
、
今
回
の
診
療
所
新
築

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
診
療
所
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
で
、
一
階
に
は
書

庫
や
車
庫
、
機
械
室
が
、
ま
た
メ

イ
ン
と
な
る
二
階
に
は
診
察
室
、

窮
u
’
津

‘
　
、
導
属

＾
．
《
い
．

－
。
　
，
垂
生

検
査
室
、
X
線
室
、
嘔
務
室
、
待

合
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
三
階
は

L
に
人
院
患
者
川
の
病
室
と
な
っ

て
お
り
、
一
、

人
用
の
病
室
が
．
五
室
、

人
川
が
一
室
、
そ
れ
に
医
師
室
、

看
．
護
婦
室
、
浴
室
な
ど
が
弛
旭
ら
れ

て
い
ま
す
。
外
壁
の
色
同
様
、
内

部
は
大
変
明
る
く
広
く
造
ら
れ
て

お
り
、
ち
ょ
っ
と
人
っ
た
感
じ
は

病
院
と
思
え
な
い
ほ
ど
で
す
。

　
ま
た
、
人
院
患
者
の
皆
さ
ん
に

少
し
で
も
暖
か
い
感
じ
を
持
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
、
木
材
を
多
く
使

っ
た
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
病
室
と

な
っ
て
い
ま
す
。
急
救
用
や
身
体

X線の機械も最新式のものが導入

され、より精密な検査が出来るよ

うになりました、，

淫
　　じつりげ　　螂　’
　　　’

明るくて広くなった診察室、でもあんまり

　　　　　　　　　　　入りたくない所です

木室も広

完成の喜ぴを語る

　　　　五十嵐成男医師

の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
松
之
山
診
療
所
新
築
に
か

か
っ
た
費
用
の
総
額
は
、
三
億
五
、

八
、
、
一
三
万
七
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

近
代
的
な
検
査
機
械
や
器
具
と
い

っ
た
設
備
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
診
療
所
の
新
築
完
成
を

祝
う
竣
工
記
八
，
心
式
典
が
、
三
月
三

卜
．
H
午
前
十
一
時
よ
り
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
県

の
民
生
部
長
を
は
じ
め
、
十
日
町

病
院
長
な
ど
八
卜
二
名
の
方
が
出

席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
方

方
は
皆
さ
ん
同
様
に
、
こ
の
新
し

い
診
療
所
が
地
域
医
療
の
核
と
し

て
利
川
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
診
療
所
完
成
に
と
も
な
い
、

四
月
一
日
よ
り
東
川
及
び
浦
田
出

張
診
療
所
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

こ
の
両
地
区
に
は
週
一
回
の
患
者

輸
送
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

運
行
時
問
を
確
認
し
て
利
用
願
い

ま
す
。

　
素
晴
し
い
設
備
の
整
っ
た
松
之

山
診
療
所
を
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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と

っ
て
も
明
る
く
広
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所
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一
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竣
工
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》、＝

醜
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こ
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に
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式
を
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ま
し
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。
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和
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ち

に
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朽
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考
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所
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築
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ま
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。
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し
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診
療
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鉄
筋
コ
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ク
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で
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や
車
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、
機
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室
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、
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室
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が
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す
。
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に
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患
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の
病
室
と
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用
の
病
室
が
．
五
室
、

人
川
が
一
室
、
そ
れ
に
医
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室
、

看
．
護
婦
室
、
浴
室
な
ど
が
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ら
れ

て
い
ま
す
。
外
壁
の
色
同
様
、
内

部
は
大
変
明
る
く
広
く
造
ら
れ
て

お
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、
ち
ょ
っ
と
人
っ
た
感
じ
は

病
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と
思
え
な
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ほ
ど
で
す
。

　
ま
た
、
人
院
患
者
の
皆
さ
ん
に

少
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で
も
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か
い
感
じ
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持
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も
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よ
う
に
、
木
材
を
多
く
使

っ
た
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
病
室
と
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ま
す
。
急
救
用
や
身
体

X線の機械も最新式のものが導入

され、より精密な検査が出来るよ

うになりました、，

淫
　　じつりげ　　螂　’
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完成の喜ぴを語る

　　　　五十嵐成男医師

の
不
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な
方
の
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め
に
エ
レ
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も
装
備
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ま
す
。
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の
松
之
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築
に
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の
総
額
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五
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円
と
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り
、
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的
な
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査
機
械
や
器
具
と
い

っ
た
設
備
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
診
療
所
の
新
築
完
成
を

祝
う
竣
工
記
八
，
心
式
典
が
、
三
月
三

卜
．
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午
前
十
一
時
よ
り
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
県

の
民
生
部
長
を
は
じ
め
、
十
日
町

病
院
長
な
ど
八
卜
二
名
の
方
が
出

席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
方

方
は
皆
さ
ん
同
様
に
、
こ
の
新
し

い
診
療
所
が
地
域
医
療
の
核
と
し

て
利
川
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
診
療
所
完
成
に
と
も
な
い
、

四
月
一
日
よ
り
東
川
及
び
浦
田
出

張
診
療
所
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

こ
の
両
地
区
に
は
週
一
回
の
患
者

輸
送
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

運
行
時
問
を
確
認
し
て
利
用
願
い

ま
す
。

　
素
晴
し
い
設
備
の
整
っ
た
松
之

山
診
療
所
を
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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新
ス
タ
ッ
フ
で

　
　
　
　
新
し
い
年
度
に
向
け
て

　
町
婦
人
会
は
新
旧
役
員
会
を
開

催
し
て
、
新
年
度
の
活
動
計
画
が

前
年
度
に
そ
っ
て
立
案
さ
れ
ま
し

た
。
四
月
十
一
日
、
夜
の
代
議
員

会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
難
行
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
役

員
後
任
問
題
も
、
高
沢
静
子
会
長
、

丸
山
澄
江
・
小
口
八
重
子
・
佐
藤

和
子
三
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、
今

後
の
婦
人
会
運
営
に
ご
精
進
く
だ

さ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
未
熟
な
会
長
が
ご
支

援
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
は
親
孝
行
に
専
念
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
皆
様
、
長
い
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
凶

重野和子会長さん

大変ご苦労様でした長い間

新役員の皆さん頑張ってください！
　　　　　．隅槽酬－一一一鳩纈静鞠岬

平成4年歌会始のお題

「風」と定められました

　宮内庁で行われる新年歌会始の題が「風」と決

まりました。詠進歌を出される方は、次のような

要領で詠進してください。

・自作の歌で1人1首。

。用紙は、半紙（和紙）とし、毛筆で自書してく

　ださい。
・書式は、半績を横長に用い、右半分にお題と歌、

　左半分に郵便番号・住所・氏名・生年月日及び

　職業を縦書きで書いてください。

・9月30日までに次の所へお出し願います。

〒100
　東京都千代田区千代田1番1号　宮内庁と

し、封筒に「詠進歌」と書き添えてください。

る
に
は
、
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
も

の
で
練
習
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。　

一
般
に
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
は
、

噛
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
と
は
、

イ
コ
ー
ル
硬
い
も
の
、
と
考
え
て

し
ま
い
が
ち
な
こ
と
で
す
。
単
に

硬
い
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ

繊
維
性
の
も
の
と
い
い
直
し
た
方

が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
野
菜
・
果
物
・
魚
類
・
干
物
・

穀
類
な
ど
、
適
当
な
固
さ
と
、
す

ぐ
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
持
続

都千代田区千代田1番1号　宮内庁と

筒に「詠進歌」と書き添えてください。

　　　（書式図）

（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
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ン

郵
便
番
号
、
住
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

　
　
　
　
3
　
倉
　
が
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勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糸

　
　
　
氏
　
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
生
年
月
日

職
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
》
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
墨
麗
）
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

す
。　

大
切
な
こ
と
は
、
噛
む
こ
と
を

正
し
く
覚
え
な
い
う
ち
に
、
非
常

に
硬
い
も
の
を
与
え
ら
れ
る
と
、

抵
抗
感
か
ら
噛
む
こ
と
の
発
達
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
心
配
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
幼
い
時
か
ら
の
ス

テ
ッ
プ
を
考
え
な
が
ら
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
子
育
て
と
は
、
両

親
が
必
死
に
取
り
組
む
べ
き
重
大

な
事
業
だ
と
考
え
ま
す
。
、

　
噛
む
こ
と
だ
け
を
と
り
上
げ
て

も
、
身
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え

鋳

る
の
で
す
か
ら
、
脳
細
胞
の
発
育

を
よ
く
し
、
肥
満
や
老
人
ボ
ケ
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
噛
む
こ
と
へ
の

認
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

ひとこと一

　　お礼

　
松
之
山
町
議
会
事
務
局
は
、
昭

和
四
十
八
年
よ
り
本
年
三
月
号
ま

で
、
十
八
年
間
の
長
い
間
、
町
の

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
や
、
お
し
ら

せ
な
ど
、
町
と
町
民
の
重
要
な
パ

イ
プ
役
と
し
て
の
”
広
報
ま
つ
の

や
ま
”
の
編
集
発
行
に
携
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
職
員
の

移
動
な
ど
も
有
り
、
度
ご
と
に
公

と
い
う
基
本
的
理
念
に
基
づ
き
、

公
正
、
中
立
な
、
内
容
告
知
に
務

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
庁
内

の
機
構
改
革
に
よ
り
、
担
当
が
総

務
課
に
移
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

町
の
広
報
と
い
う
性
格
上
、
町
の

執
行
機
関
で
あ
る
総
務
課
に
移
る

事
が
妥
当
か
と
思
い
ま
す
。
長
い

間
の
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
町
の
広
報

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
松
之
山
町
議
会
事
務
局
）

短
歌

白
山
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森
に
桑
帰
き
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ら

　
　
　
　
　
　
月
あ
げ
て
寝
る
部
落
三
十
戸

在
り
し
日
の
母
を
思
へ
ば
母
恋
し

　
　
　
　
　
　
遺
影
を
拭
っ
て
彼
岸
を
迎
ふ

鉄
砲
の
音
が
翻
す
山
あ
ひ
の

　
　
　
　
　
　
遠
く
近
き
に
う
さ
ぎ
追
ふ
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一

俳
句

陽
に
な
じ
み
三
月
の
校
舎
光
り
け
り

雪
合
戦
給
食
の
湯
気
足
下
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
だ

『
消
え
し
ぶ
る
雪
壁
年
輪
の
ご
と
き
躾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
．
詰

字
を
習
ふ
墨
の
匂
い
ぬ
春
座
敷

墓
参
る
名
残
の
雪
を
払
い
つ
つ

い
ろ彩

に
惚
れ
雪
割
草
に
酔
い
浸
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

種
浸
す
良
き
日
選
び
て
念
入
り
に

　
　
　
あ
い

種
洗
ふ
間
も
容
態
気
に
か
か
る

種
浸
し
済
ま
せ
見
舞
ひ
行
く
心
算
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
内
名

（
栄
屋
）

村
山
悦
夫
（
重
屋
）

積
る
ほ
ど
の
嵩
に
は
な
ら
ぬ
名
残
り
雪

窓
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新
ス
タ
ッ
フ
で

　
　
　
　
新
し
い
年
度
に
向
け
て

　
町
婦
人
会
は
新
旧
役
員
会
を
開

催
し
て
、
新
年
度
の
活
動
計
画
が

前
年
度
に
そ
っ
て
立
案
さ
れ
ま
し

た
。
四
月
十
一
日
、
夜
の
代
議
員

会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
難
行
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
役

員
後
任
問
題
も
、
高
沢
静
子
会
長
、

丸
山
澄
江
・
小
口
八
重
子
・
佐
藤

和
子
三
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、
今

後
の
婦
人
会
運
営
に
ご
精
進
く
だ

さ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
未
熟
な
会
長
が
ご
支

援
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
は
親
孝
行
に
専
念
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
皆
様
、
長
い
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
凶

重野和子会長さん

大変ご苦労様でした長い間

新役員の皆さん頑張ってください！
　　　　　．隅槽酬－一一一鳩纈静鞠岬

平成4年歌会始のお題

「風」と定められました

　宮内庁で行われる新年歌会始の題が「風」と決

まりました。詠進歌を出される方は、次のような

要領で詠進してください。

・自作の歌で1人1首。

。用紙は、半紙（和紙）とし、毛筆で自書してく

　ださい。
・書式は、半績を横長に用い、右半分にお題と歌、

　左半分に郵便番号・住所・氏名・生年月日及び

　職業を縦書きで書いてください。

・9月30日までに次の所へお出し願います。

〒100
　東京都千代田区千代田1番1号　宮内庁と

し、封筒に「詠進歌」と書き添えてください。

る
に
は
、
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
も

の
で
練
習
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。　

一
般
に
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
は
、

噛
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
と
は
、

イ
コ
ー
ル
硬
い
も
の
、
と
考
え
て

し
ま
い
が
ち
な
こ
と
で
す
。
単
に

硬
い
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ

繊
維
性
の
も
の
と
い
い
直
し
た
方

が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
野
菜
・
果
物
・
魚
類
・
干
物
・

穀
類
な
ど
、
適
当
な
固
さ
と
、
す

ぐ
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
持
続

都千代田区千代田1番1号　宮内庁と

筒に「詠進歌」と書き添えてください。

　　　（書式図）
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メ
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ル
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年
月
日

職
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、
》
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麗
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げ

す
。　

大
切
な
こ
と
は
、
噛
む
こ
と
を

正
し
く
覚
え
な
い
う
ち
に
、
非
常

に
硬
い
も
の
を
与
え
ら
れ
る
と
、

抵
抗
感
か
ら
噛
む
こ
と
の
発
達
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
心
配
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
幼
い
時
か
ら
の
ス

テ
ッ
プ
を
考
え
な
が
ら
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
子
育
て
と
は
、
両

親
が
必
死
に
取
り
組
む
べ
き
重
大

な
事
業
だ
と
考
え
ま
す
。
、

　
噛
む
こ
と
だ
け
を
と
り
上
げ
て

も
、
身
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え

鋳

る
の
で
す
か
ら
、
脳
細
胞
の
発
育

を
よ
く
し
、
肥
満
や
老
人
ボ
ケ
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
噛
む
こ
と
へ
の

認
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

ひとこと一

　　お礼

　
松
之
山
町
議
会
事
務
局
は
、
昭

和
四
十
八
年
よ
り
本
年
三
月
号
ま

で
、
十
八
年
間
の
長
い
間
、
町
の

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
や
、
お
し
ら

せ
な
ど
、
町
と
町
民
の
重
要
な
パ

イ
プ
役
と
し
て
の
”
広
報
ま
つ
の

や
ま
”
の
編
集
発
行
に
携
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
職
員
の

移
動
な
ど
も
有
り
、
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ご
と
に
公
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い
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基
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き
、
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中
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な
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告
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務

め
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ま
い
り
ま
し
た
。
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り
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総
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し
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協
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あ
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し
た
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町
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。
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　　日㌍
・
「
液
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翁　　　　　　　　　　　　　　　　　馨

　　　　　　　　　　　　　　塾　　　　　　　　　　　叢霧　　　　　　　　　鞭　　　　　　攣　　　鐘

〈
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

　
手
を
あ
げ
て
渡
る
よ
い
子
の
黄
色
い
帽
子

　
新
入
園
・
新
入
学
の
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。

　
真
新
し
い
制
服
や
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
通
園
・
通
学
す
る
子

供
た
ち
の
姿
は
、
大
変
微
笑
ま
し

い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
子
供
た
ち
が
交
通
事

短
に
よ
っ
て
被
害
に
遇
う
の
が
一

番
多
い
の
も
ご
の
時
期
で
す
。

　
家
庭
や
学
校
・
保
育
園
な
ど
で
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
乙
G

や
指
導
を
徹
底
し
、
事
故
に
遇
わ

な
い
よ
う
な
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
雪

融
け
と
と
も
に
道
路
状
態
も
良
く

な
り
、
つ
い
ス
ピ
！
ド
を
出
し
が

ち
に
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い

道
路
で
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に

遇
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
を
も
っ

と
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

》
奮
q
ノ

沸
気
を
つ
け
て
元
気

〆
　
　
　
　
　
＼

／
遊
ん
．
曽
＼

　
　
＼
、
．

私
「
リ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」

僕
「
ト
ラ
吉
く
ん
」

　
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ

ト
の
名
前
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

応
募
総
数
二
〇
八
通
、
四
］
六
の

名
前
を
戴
き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
か
ら
審
査
し
た
結
果
、

リ
ス
…
…
リ
リ
ー
ち
ゃ
ん

　
（
浦
川
原
村
　
下
保
倉
保
育
園
）

　
（
安
塚
町
　
　
小
黒
小
学
校
）

ト
ラ
：
：
：
ト
ラ
士
口
君

　
（
牧
　
村
　
　
沖
見
保
育
所
）

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
交
通
安
全

教
室
に
活
躍
し
ま
す
か
ら
、
可
愛

が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
安
全
活
動
に
貸
し
出
し

ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

．
　

で
す
。
よ
ろ
し
く
！

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
が
活
躍
し
ま
す
。

　
平
成
三
年
一
月
か
ら
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
、
二
月
二
十
六
日
、
安
塚

警
察
署
に
お
い
て
推
進
委
員
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
交
通
問
題
に
つ
い
て
推

進
委
員
が
活
躍
し
ま
す
の
で
、
ご

意
見
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
松
之
山
町
の
推
進
委
員
は
、
長

沢
幸
雄
さ
ん
（
天
水
越
・
明
星
旅

館
）
で
す
。

　
推
進
委
員
さ
ん
の
主
な
活
動
の

内
容
は
、

・
交
通
安
全
の
広
報
啓
発

・
。
地
域
に
対
す
る
協
力
要
請

・
交
通
問
題
の
相
談

・
交
通
安
全
に
対
す
る
援
助

・
交
通
状
況
の
調
査

　
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
何
か
質
問
・
意
見
・
要
望
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
長
沢
さ
ん
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

勢
γ
烈
＼

Nと躍ノ

♂
孫
夢
ち

　
、
N
▽
！
乳
》
も

．
／
勾
　
、
試
〆

薪畷鉱）

ー
羅
－
－

、
k

おばけがヒューて家に入るところ

あいざわはるかさん
　　（水梨原）

お花をとって遊んでいるの

｛
マ

あいざわはるひろくん
　　（水梨重助）

＼＼嵐聖
詠一一ギま

やまぎしひかるくん
　　（新山　南）

』
畠
男

弐
ぬ

　
　
い

　
　
頻

諏
、

’謡藩＼
　　　乙のづ一　鶉島

罷難懸
　　／

しだらあやこさん
（観音寺　下の端）

ノ
』
㌧
”
鰭
ヤ
。

縛
～
　
！

　
ー
．
響

～
＞
．

　　掴融嘘
　　　戸、隔一．一ゑ　ド、
　　　㌔　ノ　」
　　　　〉

簸」墨二鼠、、

　　　　　うさぎ

腎
　　r

有
段
を
め
ざ
し
て

1♀。

⊃○●●

9●○
一一一

○■

一
ホ　ヘ　ト　チ　　リ　ヌで　ロ　ノ・

3
月
号
の
答
え

黒先生き（3手まで）

○○○○
○●●●○
○●十●●○○
○●●十〇●○

つ●○④00●

　詰碁の解答を募集してい

ます。4月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。

正解者

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

　
有
名
な
死
活
の
手
筋
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ

で
し
た
か
？

　
黒
1
の
下
ハ
ネ
が
う
ま
い
手
。
つ
い
で
白
2
の
オ

サ
エ
に
は
黒
3
、
5
の
ホ
ウ
リ
込
み
連
発
が
華
麗
な

手
筋
で
見
事
生
き
。
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。

　
真
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制
服
や
ラ
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ド
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を
背
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て
通
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・
通
学
す
る
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供
た
ち
の
姿
は
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大
変
微
笑
ま
し

い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
子
供
た
ち
が
交
通
事

短
に
よ
っ
て
被
害
に
遇
う
の
が
一

番
多
い
の
も
ご
の
時
期
で
す
。

　
家
庭
や
学
校
・
保
育
園
な
ど
で
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
乙
G

や
指
導
を
徹
底
し
、
事
故
に
遇
わ

な
い
よ
う
な
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
雪

融
け
と
と
も
に
道
路
状
態
も
良
く

な
り
、
つ
い
ス
ピ
！
ド
を
出
し
が

ち
に
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い

道
路
で
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に

遇
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
を
も
っ

と
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

》
奮
q
ノ

沸
気
を
つ
け
て
元
気

〆
　
　
　
　
　
＼

／
遊
ん
．
曽
＼

　
　
＼
、
．

私
「
リ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」

僕
「
ト
ラ
吉
く
ん
」

　
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ

ト
の
名
前
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

応
募
総
数
二
〇
八
通
、
四
］
六
の

名
前
を
戴
き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
か
ら
審
査
し
た
結
果
、

リ
ス
…
…
リ
リ
ー
ち
ゃ
ん

　
（
浦
川
原
村
　
下
保
倉
保
育
園
）

　
（
安
塚
町
　
　
小
黒
小
学
校
）

ト
ラ
：
：
：
ト
ラ
士
口
君

　
（
牧
　
村
　
　
沖
見
保
育
所
）

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
交
通
安
全

教
室
に
活
躍
し
ま
す
か
ら
、
可
愛

が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
安
全
活
動
に
貸
し
出
し

ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

．
　

で
す
。
よ
ろ
し
く
！

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
が
活
躍
し
ま
す
。

　
平
成
三
年
一
月
か
ら
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
、
二
月
二
十
六
日
、
安
塚

警
察
署
に
お
い
て
推
進
委
員
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
交
通
問
題
に
つ
い
て
推

進
委
員
が
活
躍
し
ま
す
の
で
、
ご

意
見
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
松
之
山
町
の
推
進
委
員
は
、
長

沢
幸
雄
さ
ん
（
天
水
越
・
明
星
旅

館
）
で
す
。

　
推
進
委
員
さ
ん
の
主
な
活
動
の

内
容
は
、

・
交
通
安
全
の
広
報
啓
発

・
。
地
域
に
対
す
る
協
力
要
請

・
交
通
問
題
の
相
談

・
交
通
安
全
に
対
す
る
援
助

・
交
通
状
況
の
調
査

　
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
何
か
質
問
・
意
見
・
要
望
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
長
沢
さ
ん
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

勢
γ
烈
＼

Nと躍ノ

♂
孫
夢
ち

　
、
N
▽
！
乳
》
も

．
／
勾
　
、
試
〆

薪畷鉱）

ー
羅
－
－

、
k

おばけがヒューて家に入るところ

あいざわはるかさん
　　（水梨原）

お花をとって遊んでいるの

｛
マ

あいざわはるひろくん
　　（水梨重助）

＼＼嵐聖
詠一一ギま

やまぎしひかるくん
　　（新山　南）

』
畠
男

弐
ぬ

　
　
い

　
　
頻

諏
、

’謡藩＼
　　　乙のづ一　鶉島

罷難懸
　　／

しだらあやこさん
（観音寺　下の端）

ノ
』
㌧
”
鰭
ヤ
。

縛
～
　
！

　
ー
．
響

～
＞
．

　　掴融嘘
　　　戸、隔一．一ゑ　ド、
　　　㌔　ノ　」
　　　　〉

簸」墨二鼠、、

　　　　　うさぎ

腎
　　r

有
段
を
め
ざ
し
て

1♀。

⊃○●●

9●○
一一一

○■

一
ホ　ヘ　ト　チ　　リ　ヌで　ロ　ノ・

3
月
号
の
答
え

黒先生き（3手まで）

○○○○
○●●●○
○●十●●○○
○●●十〇●○

つ●○④00●

　詰碁の解答を募集してい

ます。4月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。

正解者

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

　
有
名
な
死
活
の
手
筋
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ

で
し
た
か
？

　
黒
1
の
下
ハ
ネ
が
う
ま
い
手
。
つ
い
で
白
2
の
オ

サ
エ
に
は
黒
3
、
5
の
ホ
ウ
リ
込
み
連
発
が
華
麗
な

手
筋
で
見
事
生
き
。

●



φ

広報

『

19915月号（N、、83）

〆
ヤ
一
、
　
ヤ

．鷺／屠一

ん～よ炉

パパもママも園児といっしょにお遊戯（松里保育所入園式より）

残雪に芽吹く美人林

蝿　今月号の話題’蝿
91新入学入園特集一…・9……2・3

松之山温泉センター竣工……◎　・6

越後湯沢駅直通バス運行開始一・　・7

クロスカントリースキー大会・…8・9

新しい先生方の紹介………　　　・10

4月のフォトニュース…・……・　・11

集落探訪（湯山）……………　14

おめでた　（幽生）　　　（生年月日）

可奈ちゃん　滝沢博一さんの長女（松之山）

　　　　　　　　　　　　3・3・1
沙紀ちゃん　渡辺新一さんの三女（松之山）

　　　　　　　　　　　　3・3・3
与平くん　高橋登さんの長男（松之山）

　　　　　　　　　　　　3・3・4
お《摯ゐ（死亡》　（死亡年月日）

保坂ケンさん　88歳（松口）保屋

　　　　　　　　　　　　3・3・5
若井千代松さん　82歳（小谷）山城屋

　　　　　　　　　　　　3・3・6
※3月1日～31日までの届出分です。

東頸城広域組合事務所

5月から土曜閉庁へ

　東頸城広域組合（事務所）でも、平成3

年5月から郡内の町村と同様に土曜閉庁を

行うこととなりました。

　毎月の第2・第4土曜日は、日曜日と同

様業務を休ませていただくこととなります

ので、よろしくお願い致します。

　　》　4ヤげ／

ぽくのかお

　　　　　　　　軸儀暫

　　　　　　　　憐＼、ゆ

（松之山　町営住宅）　懇．．、　　奔

ゾ

拶
お家のみんな

　　　　　　　　　の　　 ・
，

’‘、1・y春一』

　　　　　　　　哩▽、嘱、．

たか‘ましなおやくん』／妬、、1二曳旭

　（中尾きぜん）　泌．
　　　　　　　　　・驚．．．
　　　　　　　　　　　　しんかんせん

▼
3
月
の
で
き
ご
と

2
口
母
子
会

4
日
民
生
委
員
会

6
日
　
議
会
定
例
会
（
H
日
ま
で

14

臼
　
町
農
業
改
良
会
義

15

日
　
町
立
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
浦
田
中
学
閉
校
式

24

H
　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

あ
口
　
町
内
小
学
校
卒
業
式

銘
日
　
臨
時
議
会

31

日
　
松
之
山
診
療
所
落
成
式

▼
4
月
の
予
定

1
日
　
新
任
教
職
員
対
面
式

7
H
　
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
H

9
日
　
臨
時
議
会

12

口
　
湯
本
温
泉
セ
ン
タ
ー
竣
工

　
　
　
式

15

日
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
閉

　
　
　
鎖
日

21

日
　
第
5
回
大
厳
寺
ク
ロ
ス
カ

　
　
　
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

26
日
　
湯
沢
駅
直
通
シ
ャ
ト
ル
バ

　
　
　
ス
開
通
式

広
報
ま
つ
の
や
ま
四
月
号

平
成
三
年
四
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
盈
⊥
ハ
ー
…
二
一
｝
二
一

編
集
／
議
会
事
務
局

四
月
一
H
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
九
三
（
▲
四
七

　
　
男
／
一
、
八
五
三
（
▲
二
八

　
　
女
／
…
、
九
四
〇
（
▲
一
九

世
帯
数
／
一
、
一
六
九
（
▲
　
七

（
）
内
は
三
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
三
月
、
四
月
は
移
動
の
季
節
。
就

学
、
転
勤
、
就
職
等
、
別
れ
と
出
合

い
の
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま

　
役
場
の
職
員
も
退
職
者
が
あ
っ
た

り
、
内
部
の
機
構
が
変
わ
っ
た
り
で
、

一
』
卜
名
近
い
異
動
が
四
月
一
日
付
け

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
異
動
で

永
年
（
五
年
六
カ
月
）
広
報
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
私
も
、
住
民

課
の
方
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
町

の
広
報
は
、
今
度
総
務
課
行
政
係
の

担
当
と
な
り
、
佐
藤
仁
君
が
五
月
号

よ
り
編
集
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
私
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
取
材
等
色
々
な
面
で
・
こ
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
（
相
沢
）

●

1
藷
1


